
まちの将来像（案） 
 

本町は、これまで住民からも高い評価を得ている豊かな自然環境や貴重な歴史的文

化的遺産と共生したゆとりと潤いに満ちた居住環境、大阪市に近接する恵まれた交通

立地条件等を活かし、町全体が活気に満ちあふれ、町内外の多くの人たちから「住み

続けたい」、「住んでみたい」、「また訪れてみたい」と強く支持されるまちの実現を目

的とした施策を多面的かつ積極的に推進し、今日に至っています。 

一方、近年、我が国全体がかつて経験したことのない人口減少・超高齢社会へと移行

が進む中、本町でも高齢化の進展等を背景とした死亡者数の増加によって、自然減（死

亡者数－出生者数）が拡大傾向で推移するとともに、これまで町全体の堅調な人口増を

支えてきた真美ヶ丘地域において人口が減少傾向に転じるなど、近い将来、人口が長期

にわたる減少局面へと移行し、その減少幅は年を経るごとに拡大していくと予測されて

います。 

言うまでもなく、人口は地域の経済社会に活力を生み出す源泉です。今後、本町でも

不可避と考えられる人口減少・超高齢社会の到来によるマイナスの影響を最小限に食い

止め、活力がみなぎるまちとして、将来にわたって持続的な発展を遂げるためには、近

い将来、予測されている人口が本格的な減少局面に転じる時期を出来得る限り先送りし、

たとえ減少に転じた場合であっても、そのスピードを出来得る限り緩和することが極め

て重要な政策課題となっています。 

このような課題認識のもと、第５次総合計画では、本町に住み・働き・学ぶ人たちの

総力を結集しながら、先人たちがこれまで築いてきた地域の魅力や可能性を極限まで引

き出すとともに、ゆとりと潤いあふれる良質な生活空間をさらに磨き上げることで、将

来にわたって町内外の多くの人々を魅了し続け、住み続ける価値が高く、次世代を担う

子どもたちにも強い誇りと自信を持って継承できる未来への希望や幸せに満ちたまち

として、持続的な発展を成し遂げることができるよう、まちの将来像を次のとおり掲げ

ます。また、ベース色及び文字色は町のひまわりをイメージしたものとしています。 
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   ~未来につながるまち 広陵~ 
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